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 ファイトプラズマは、植物の細胞内に寄生して病気をおこす病原細菌の一種です 1（図１）。イタ

リアやドイツのリンゴ栽培で年間 1 億ユーロの被害が生じるなど、世界中で 700 種類以上の植物

に病気を引き起こしています。ファイトプラズマ病の予防・治療法の確立が切望されているものの、

人工培養が難しい微生物であるため、現在でも研究が難しい病原体の一つといわれています。また、

ファイトプラズマが感染した植物は、激しく枝分かれする「てんぐ巣症状」や、花が葉に変化する

「葉化症状」など、ユニークな病徴を示します（図２、図３）。植物の形態をあやつる不思議な能

力にも興味が持たれてきましたが、その分子メカニズムは長らく謎に包まれていました。 

 私たちのグループはファイトプラズマの全ゲノム解読に挑み、世界で初めてその全容を明らかに

しました 2。その結果、ファイトプラズマは進化の過程で多くの代謝系遺伝子を失っており、従来

の生命の定義を覆し、ATP合成酵素をも失った究極の退行的進化を遂げた生物であることが明らか

になりました。そのほか、病原性に関わる遺伝子の同定 3,4,5やファイトプラズマに近縁な微生物の

進化学的解析 6,7、昆虫宿主への寄生メカニズム 8,9,10を明らかにするなど、ゲノム科学的なアプロ

ーチによってファイトプラズマの性状解明に取り組んでいます。 
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図１ 植物の篩部で増殖する 

 ファイトプラズマの細胞 

 

 

図２ ファイトプラズマが感染して 

 葉化したアジサイ（右） 

 

図３ 左：感染ポインセチア 

 右：非感染ポインセチア 


